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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期

第１四半期連結
累計期間

第47期
第１四半期連結

累計期間
第46期

会計期間
自　2017年９月１日
至　2017年11月30日

自　2018年９月１日
至　2018年11月30日

自　2017年９月１日
至　2018年８月31日

売上高 (百万円) 37,934 38,332 154,063

経常利益 (百万円) 2,534 1,989 8,895

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,641 1,281 5,074

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,695 1,571 4,437

純資産額 (百万円) 81,297 84,132 83,396

総資産額 (百万円) 102,986 106,883 104,896

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 33.13 25.97 102.69

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 33.00 25.95 102.37

自己資本比率 (％) 78.7 78.3 79.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の

基礎となる普通株式の期中平均株式数については、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－Ｅ

ＳＯＰ）」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当社株

式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、地震や豪雨などの自然災害の影響により一時的に個人消費が押

し下げられたものの、好調な世界経済を背景に企業収益が伸び、緩やかな景気回復基調となりました。しかしなが

ら、米中貿易摩擦や英国のEU離脱問題等、未だ解決には至っていない問題は多く、先行き不透明な状況が続いてお

ります。

外食産業におきましては、昨今外国人労働者が増え続けており、人員不足を補う新たな戦力として積極的な登用

が拡大しております。しかしながら、エネルギー価格や人件費の高騰など、依然として厳しい状況が続いておりま

す。

このような状況のもと当社グループといたしましては、既存店の改装や樹脂製食器の導入など、お客さまが安心

安全に御食事頂ける環境作りに取り組んでおります。また2020年の健康増進改正法全面施行に伴い、当社では先行

し、店舗の全席禁煙化を段階的に進めております。2019年9月の全店全席禁煙に向け、今後も順次展開致します。

 
これらの取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は383億32百万円（前年同期比1.1％増）となりま

した。しかしながら、食器の入れ替えや全席禁煙化に伴う費用の増加、エネルギー価格の高騰による光熱費の上

昇、株主関係費用の増加等により、営業利益は19億15百万円（前年同期比21.4%減）、経常利益は19億89百万円（前

年同期比21.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億81百万円（前年同期比21.9％減）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

　売上高は288億51百万円（前年同期比0.1％減）、食器の入れ替えや全席禁煙化に伴う費用の増加、エネルギー

　価格の高騰による光熱費の上昇、株主関係費用の増加等により、営業利益は6億86百万円（前年同期比33.7％減）

　となりました。

②豪州

　当社で使用する食材の製造等を行っており、売上高は13億53百万円（前年同期比6.5％減）、営業利益は1億33

　百万円（前年同期比12.0％増）となりました。

③アジア

　売上高は94億43百万円（前年同期比4.7%増）、労働単価や社会保険料の上昇による労務費の増加等により、営

　業利益は11億60百万円（前年同期比12.7％減）となりました。

 
当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,068億83百万円となり、前連結会計年度末と比較して19億87百万円の増

加となりました。主な要因は、現金及び預金の増加11億90百万円、原材料及び貯蔵品の増加4億42百万円、有形固定

資産の増加3億27百万円などであります。

負債合計は227億51百万円となり、前連結会計年度末と比較して12億52百万円の増加となりました。主な要因は、

賞与引当金の増加7億16百万円などであります。

純資産合計は841億32百万円となり、前連結会計年度末と比較して7億35百万円の増加となりました。この結果、

自己資本比率は78.3％となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

 3/17



 

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

特記事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,208,000

計 73,208,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2018年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年１月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 52,272,342 52,272,342
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 52,272,342 52,272,342 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
(千株)

発行済株式総
数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額

 (百万円)

資本準備金
残高

 (百万円)

2018年９月１日～
2018年11月30日

― 52,272 ― 8,612 ― 9,007
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2018年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

① 【発行済株式】

   2018年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 2,241,700
 

― ―

完全議決権株式(その他)(注) 普通株式 49,961,300
 

499,613 ―

単元未満株式 普通株式 69,342
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 52,272,342 ― ―

総株主の議決権 ― 499,613 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」の株式数には㈱証券保管振替機構名義の株式が600株、また、議決権の数には、

　同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数6個が含まれております。

　　２．「完全議決権株式(その他)」の株式数には、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯ

　Ｐ）」制度の信託財産として所有する当社株式698,900株、また、議決権の数には6,989個を含めておりま

　す。

 
② 【自己株式等】

  2018年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サイゼリヤ 埼玉県吉川市旭２－５ 2,241,700 ― 2,241,700 4.29

計 ― 2,241,700 ― 2,241,700 4.29
 

（注）従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として資産管理サービス信託

　　　銀行株式会社（信託E口）が保有する当社株式698,900株は、上記自己株式に含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2018年９月１日から2018年

11月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年９月１日から2018年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 37,486 38,677

  テナント未収入金 ※1  1,276 ※1  1,103

  商品及び製品 6,372 6,549

  原材料及び貯蔵品 700 1,142

  その他 4,153 3,994

  流動資産合計 49,989 51,466

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 25,677 25,862

   機械装置及び運搬具（純額） 2,184 2,180

   工具、器具及び備品（純額） 4,929 5,144

   土地 6,939 6,944

   リース資産（純額） 94 92

   建設仮勘定 356 286

   有形固定資産合計 40,182 40,510

  無形固定資産 750 773

  投資その他の資産   

   投資有価証券 259 259

   敷金及び保証金 10,217 10,264

   建設協力金 480 434

   繰延税金資産 2,782 2,953

   その他 248 234

   貸倒引当金 △13 △13

   投資その他の資産合計 13,974 14,133

  固定資産合計 54,907 55,416

 資産合計 104,896 106,883
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,886 5,680

  リース債務 9 9

  未払法人税等 970 976

  賞与引当金 1,271 1,987

  株主優待引当金 249 260

  資産除去債務 48 87

  その他 6,252 6,908

  流動負債合計 14,688 15,911

 固定負債   

  株式給付引当金 478 495

  リース債務 94 92

  繰延税金負債 30 21

  資産除去債務 5,992 6,004

  その他 214 225

  固定負債合計 6,811 6,840

 負債合計 21,499 22,751

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,612 8,612

  資本剰余金 10,631 10,631

  利益剰余金 67,727 68,108

  自己株式 △6,020 △6,000

  株主資本合計 80,951 81,352

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 2,017 2,308

  その他の包括利益累計額合計 2,017 2,308

 新株予約権 427 471

 純資産合計 83,396 84,132

負債純資産合計 104,896 106,883
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年９月１日
　至 2017年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2018年11月30日)

売上高 37,934 38,332

売上原価 13,733 13,912

売上総利益 24,200 24,419

販売費及び一般管理費 21,762 22,503

営業利益 2,437 1,915

営業外収益   

 受取利息 47 71

 補助金収入 4 ―

 為替差益 27 ―

 その他 19 24

 営業外収益合計 98 95

営業外費用   

 支払利息 0 0

 為替差損 ― 18

 その他 1 2

 営業外費用合計 2 21

経常利益 2,534 1,989

特別利益   

 補償金収入 ― 15

 特別利益合計 ― 15

特別損失   

 減損損失 112 88

 固定資産除却損 13 19

 店舗閉店損失 18 18

 特別損失合計 144 127

税金等調整前四半期純利益 2,389 1,877

法人税、住民税及び事業税 915 789

法人税等調整額 △167 △193

法人税等合計 748 596

四半期純利益 1,641 1,281

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,641 1,281
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年９月１日
　至 2017年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2018年11月30日)

四半期純利益 1,641 1,281

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 54 290

 その他の包括利益合計 54 290

四半期包括利益 1,695 1,571

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,695 1,571

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

　結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

　債の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１．テナント未収入金

ショッピングセンター及び百貨店等にテナントとして出店している店舗の売上金入金額から相殺すべき賃借料、

水道光熱費及び諸経費を差し引いたショッピングセンター及び百貨店等に対する未収入金であります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年９月１日
至 2017年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
至 2018年11月30日)

減価償却費 1,472百万円 1,516百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2017年９月１日　至　2017年11月30日)

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月28日
定時株主総会

普通株式 904 18 2017年８月31日 2017年11月29日 利益剰余金
 

　　(注)配当金の総額には、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として,

 　　　 資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金12百万円が含まれてお

　　　　ります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2018年９月１日　至　2018年11月30日)

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月28日
定時株主総会

普通株式 900 18 2018年８月31日 2018年11月29日 利益剰余金
 

　　(注)配当金の総額には、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として,

 　　　 資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金12百万円が含まれてお

　　　　ります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2017年９月１日　至　2017年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 豪州 アジア 計

売上高      

外部顧客への売上高 28,880 35 9,017 37,934 37,934

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,411 ― 1,411 1,411

計 28,880 1,446 9,017 39,345 39,345

セグメント利益 1,034 119 1,329 2,483 2,483
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　　(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,483

セグメント間取引消去 △45

四半期連結損益計算書の営業利益 2,437
 

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

13/17



 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2018年９月１日　至　2018年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 豪州 アジア 計

売上高      

外部顧客への売上高 28,851 38 9,443 38,332 38,332

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,315 ― 1,315 1,315

計 28,851 1,353 9,443 39,648 39,648

セグメント利益 686 133 1,160 1,980 1,980
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　　(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,980

セグメント間取引消去 △65

四半期連結損益計算書の営業利益 1,915
 

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年９月１日
至 2017年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
至 2018年11月30日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 33円13銭 25円97銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,641 1,281

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

1,641 1,281

普通株式の期中平均株式数(千株) 49,548 49,337

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 33円00銭 25円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額（百万円）

― ―

普通株式増加数（千株） 191 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

― ―

 

(注)１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式 の期

中平均株式数については、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産とし

て、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定し

ております。

１株当たり四半期純利益金額並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式

の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間699千株であり、当第１四半期連結累計期間695千株であります。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サイゼリヤ(E03305)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2019年１月11日

株式会社サイゼリヤ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公 認 会 計
士　

 小　　　松　　　　聡 印
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公 認 会 計
士　

 大　和　田　　貴　之 印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

イゼリヤの2018年９月１日から2019年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年９月１日から

2018年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年９月１日から2018年11月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイゼリヤ及び連結子会社の2018年11月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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